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～活動の軌跡、メンバーの想い～
神戸大学ビジョン発信プロジェクトは、2019年1月から、ブランディング戦略の強化、

外部資金獲得のための戦略的情報発信及び教職員の協働意識や求心力の向上を含む学内
における機能強化実行の後押しを目的として、有志の若手職員を中心としたメンバーで
活動しています。

今回発行するvo l .6では、11/21(土 )に開催したシンダイシンポ２０２０についてお伝
えします。残念ながら当日ご覧になることができなかった方にもシンダイシンポ２０２
０の雰囲気がお伝えできるように、シンポの様子を振り返ってみたいと思います。なお、
シンダイシンポ２０２０の模様は、YouTu b eにて公開しておりますので、お時間のある
方はぜひご覧ください。→シンダイシンポ２０２０（神戸大学公式チャンネル）

プログラムの後半では、ゲストとしてお迎えした上
野様（神戸大学非常勤理事）と高岡様（ネスレ日本
株式会社元代表取締役社長兼CEO）の講演と、2
人のゲストと学長によるパネルディスカッション
が行われました。
上野様の講演では、学外の立場から見た神戸大

学の統合報告について、今後の改善点等の貴重な
意見をいただくことができました。
高岡様の講演では、ご自身の経験をもとに、イ

ノベーションを生み出すための思考について講演
いただき、企業のトップならではの面白い話を聞
くことができました。

パネルディスカッションは、リアルタイムに視聴者から
の質問を受け付けながら、それを題材に２人のゲストと学
長が議論を繰り広げるという形式で実施しました。
ファシリテーターを務められた國部副学長のス

ムーズな進行もあり、国立大学の評価指標やデジタ
ルトランスフォーメーション等に関して、本音での
意見交換が活発に行われ、大変中身の濃いディス
カッションとなりました。
シンポ全体を通して、初のオンライン開催という

ことで配信面でのトラブルが心配されましたが、特
に大きな問題が起こることもなく、無事終了するこ
とができました。

初のオンライン開催となったシンダイシンポ２０２０は、
166名の事前申込者を得て、ZOOMおよびYouTubeによるライ
ブ配信を行いました。（当日最大同時接続者数：ZOOM132
名、YouTube61名）
プログラムの前半、まずは武田学長による講演が行われ

ました。今般のコロナ禍に関して専門的な立場からの知見
も交えつつ、コロナ禍において神戸大学が担っていくべき
役割について述べられ、とても興味深い講演でした。
続いて、プロジェクトメンバーの土井さん・大條さんよ

り、統合報告書２０２０の紹介および神戸大学の財務戦略
等の説明が行われました。どちらも堂々とした素晴らしい
発表でした！

https://youtu.be/ZQVhegn3LP0
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情報基盤センター土肥さん、
数理DSセンター井上先生、
ご協力ありがとうございました。

講演時間の管理。大事！

広報課の皆さんにもご協力いただき
ました。ありがとうございました。

配信映像のチェック中

品田理事による
閉会挨拶

ディスカッションの
ファシリテーターを
務められた國部副学長

ビデオカメラ４台で撮影

Hi!

上野さんによる講演

高岡さんによる講演

PJメンバーとして
登壇された土井さん

土井さん、大條さん
発表お疲れ様でした。

学長講演

ディスカッションは大いに盛り上がりました。



問い合わせ先：神戸大学財務部財務戦略課
（神戸大学ビジョン発信プロジェクト・説明会班）

E-mail ：fn-ssp＠office.kobe-u.ac.jp 
TEL ：078-803-5105

ご意見・ご感想等ございましたらお気軽にこちらまでご連絡ください♪

何はともあれ大きなト
ラブルもなく終わった
安堵感でいっぱいです。
配信関係は特にやって
みないとどうなるかわ
からない部分がありま
すので気がかりでした。
残念だったのは，進行
に気を取られすぎて会
場にいたにも関わらず
シンポジウムの内容が
ほとんど頭に残ってい
ない点です。結構楽し
みにしていたんです
が・・・

谷

シンポジウムでの登壇、という貴重
な経験をさせていただき感謝してい
ます。説明会等でも登壇したことが
なかったため緊張しましたが、舞台
からメンバーの顔が見えると気持ち
が和らぎ、集中して話すことができ
ました。シンポ開催までの準備は大
変でしたが、メンバーと、この活動
で濃い時間を共有できたことは本当
によかったです。

大條

配信方法の検討に苦労し
ました。
オンライン開催のため参
加者は画面に集中してい
ます。見ている方に配信
の裏側が見えてしまわな
いよう、スライドの切替
方法の検討や音声の確認
には時間をかけました。
実は当日、想定外の事態
が起きていましたが、大
きな配信トラブルも無く
終えることができた達成
感はこの上なかったです。

関山

当日、第2部のパネルディス
カッションの動画配信のビデ
オカメラを担当していました。
ほぼ固定のカメラだったので
すが、画面の向こうでみなさ
んが見てくださっていると思
うと緊張したのと、撮影上、
パネリストの方々の目の前
だったので特等席で高岡様や
上野様のディスカッションを
聞くことができ、とても貴重
な時間でした。
また、広報担当としては、
ZOOMやYouTubeを見てくださ
る方の数が増えていくのがう
れしかったです。

杉本

大きなトラブルなく終了
できたことが何よりです。
個人的には、当日はビデ
オカメラの担当だったの
で、各登壇者の顔が切れ
ないようにすることだけ
に集中していました。終
始立ちっぱなしで疲れま
したが、撮影しながら各
登壇者の話を最前列で聞
くことができ、非常に満
足しています。視聴して
くださった皆さん、あり
がとうございました。

徳本

新型コロナウイルス感染
症が拡大し、オンライン
での開催となりました。
メンバー全員がオンライ
ン配信の経験があるはず
もなく、不安しかなかっ
たですが、学内の様々な
部署の力を借りて無事に
終えることが出来て、本
当にほっとしました。こ
れからこの経験を学内に
還元していければいいな
と思います。

吉冨
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